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Introduction

XEmacs-UTF-2000 で 表現で き る 文字を 、 文字合成エン ジン
KAGE と Ωを 使っ て 印 刷す る 。

KAGE

Ω： 多言語を 利用しや す く なっ た TEX
Omega Translation Process（ OTP） を 利用して 文字の
置き 換 え や KAGEサー バ を 利用した フ ォン ト生成など を
行う
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Background

XEmacs-UTF-2000 で 表示さ れ て い る 文字を そ の 通り 印
刷した い

フ ォン トを 混在さ せ た く ない （ 日本語、 簡 体字、 繁体字
など ）
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Coding system

TeX フ ァ イ ル の coding system と ター ゲットに す る フ ォン ト
の coding system。

入力 utf-8-mcs, utf-8-gb, utf-8-cns, utf-8-jis, utf-8-ks

出力 UniGB, UniCNS, UniJIS, UniKS

入力と 出力と は 直接の 関 係は なく 、 内部で は utf-8-mcs に 変
換 さ れ 、 言語環 境に 応じ て フ ォン トを 選択す る 。 選択さ れ る
フ ォン トは ベ ー スと なる フ ォン ト。
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ideographic description sequence

ids を パ ー スして ター ゲットと す る フ ォン トに グリ フ が
存在す れ ば そ れ を 使う

グリ フ が 存在しなけ れ ば KAGEサー バ を 利用して 文字合
成を す る

ター ゲットと なる フ ォン トは 言語環 境に 応じ て 選択さ れ た
フ ォン ト。
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Demo

DEMO
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TeX macros

TeX マ クロ で は 主に environment を 使っ た OTP の 切替え
を 行う

OTP の 切替え

フ ォン トの 切替え

言語環 境に 対応して 切替え る
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Omega Translation Process 1

CHISE DB を 参照す る た め に 内部で utf-8-mcs へ 変換

utf-8-mcs と CID の 照合

ids か ら utf-8-mcs へ 変換

ター ゲットと す る フ ォン トに 文字が ない 場合 ids に 変換

あ ら か じ め CHISE の 文字情報を 元に BDB形式の デー タベ ー

スを 作成
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Omega Translation Process 2

OTP1 で 出力した ids の 情報を 元に pfb を 作成

KAGEサー バ に HTTP リ クエストを 出して svg形式の グ
リ フ を も ら い 、 そ れ を PS Type1（ 可読形式） に 変換

Type1 の 可読形式か ら pfb へ の 変換 や グリ フ デー タの 最
適化を 行う 。（ 外部プ ロ グラ ム (t1asm, pfaedit) を 呼出し）

\AtEndDocument を 利用して 呼び 出す 。
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problems

・ ids に 関 す る 問題

ids の 標準化の 問題

ids が utf-8-mcs-er で 表記 さ れ て い る

・ 実体参照の 表記 。 ids の 代替表記 の 問題。
・ Ωの 内部動作
・ Perl の バ ー ジョ ン
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KAGE issues

KAGEサー バ と 通信す る 時の 問題

unification

部品の 問題

フ ォン トの キャ ッシュ に 関 す る 問題
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